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1　はじめに（竹内）

　この研究ノートは、近代沖縄の学術界をリードし、その成果の多岐に
渡ることから、後に「沖縄学の父」と呼ばれるようになった伊波普猷が、
1905 年の東京帝大時代に『琉球新報』に寄稿した「閑月日」と呼ばれる
小文について論じるものである。
　近代日本の民衆思想史研究の大家である鹿野政直は、「みずからをボー
リングすることの深い思想」と伊波の思想を形容し、「こんなにもひだの
深く多い文脈を、近代日本はほとんどもつことがなかった」と独自の表現
で捉えたように、あらゆる学問や思想を吸収し、自身の沖縄研究の糧とし
た
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。
　伊波の『古琉球』という著書は、現在も研究者の間で読まれ続け、『お
もろさうし』研究の先駆けとなった伊波に関する研究は、歴史学、民俗学、
言語学、政治学など、これまでにあらゆる方面から優れた研究がされてき

1　鹿野政直「F.Ifa のことなど」〔『新沖縄文学』38 号〕


